
理学系研究科・理学部教職員と留学生・外国人研究員との懇談会開かれる

去る1月 26日 0午後 6時から山上会館地階食堂におい
て、理学系研究科・理学部の教職員と留学生 。外国人研

究員との懇談会が開催された。

参加者は留学生・客員研究員、教職員を含め計94名。

会は壽榮松理学系研究科長・理学部長の英語での挨拶に

始まり、小間評議員による乾杯の音頭の後、料理や飲み

物を千に歓談が始められ、会場は和やかな雰囲気に包ま

れた。

司会は国際交流室の都河講師。会半ばに、川口留学生

センター長、マーフィー重松助教授および酒井留学生課

長より挨拶があり、続いて留学生 5人のスピーチが行わ

れた。物理学専攻の研究生金銀淑さん (韓国、女性)と
ゴチェ・ ミッシェルさん (カ ナダ、男

J性)は来日してか
らの体験やこれからの研究の抱負について流暢な日本話

で話し、情報科学専攻の修± 1年朱木蘭さん (中国、女

性)は四季の移り変り等の日本の良さに加え、日本文化

壽榮松理学部長と話す留学生ジャヤセカラ・パリタさん

(生物科学・スリランカ)

及び日本人について率直な考えを述べた。鉱物学専攻の

博± 3年ネスポロ・マッシモさん (イ タリア、男性)は
現代科学の動向が応用科学に向いているが、基礎科学の

知識は大切で、機械より自分の理性を利用する「理学」

という元の意味に立ち返ることの重要性について熱心に

語った。最後に、情報科学専攻の研究生アベラ・マーク・

アントニーさん (カ ナダ、男性)は 日本に留学すること
になった経緯について話した後、ギターで「禁じられた

遊び」を弾き、その美しい音色は参加者に感動を与えた。

理学系研究科国際交流委員会委員であり、地球惑星物

理学専攻のグラー助教授による閉会の辞があり、全員で

記念写真を撮影後、午後 8時に盛況のうちに開会した。

毎日研究や実験に忙しく研究室間の交流も難しい留学生

たちは、所属する研究室以外のいろいろな人とパーティー

で出会い、楽しいひとときを過ごすことができた。

小間評議員と歓談する留学生アベラ・マーク・アントニーさん

(情報科学・カナダ)
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そ の 他

理学系研究科長 (理学部長)と理学部職員組合との交渉

1997年 11月 17日、12月 15日 および1998年 1月 26日 に壽

榮松研究科長、小林事務長と理学部職員組合 (理職)と
の間で定例研究科長交渉が行なわれた。主な内容は以下

の通りである。

1.事務―元化と組織化問題について
11月 の交渉で理職は、理学部の組織化案は事務一元化

を含めた事務機構改革とどのような関連になるのか、と

質問した。事務長は、11/12の人事課ヒアリングで理学

部としては従来の組織化案を要望したと述べた。また、

本部の事務一元化案がハッキリしないために対応が鈍い

が、理学部としては従来の組織化案で押していく、と回

答した。理職は、組織化の遅れに絡んで待遇改善が遅れ

ることの無いよう、また待遇改善の見通しのない状態で

来年度 4月 1日 に組織化を実施しないよう主張した。

図書職員の組織化について科長は、図書委員会には理

学部の図書室の将来について一般的に議論してもらった、

事務一元化の流れで組織化が自紙に戻ったわけではない

が、事務と同時の組織化は難しいとの見通しを述べた。

事務一元化については12月 。1月 の事務長会議で骨子

が出されており、理職は1月 の交渉でその内容について

質問した。科長は、事務一元化の主旨は行財政改革の一

環であることと東大での定員削減上乗せ分 (17人 )への

対応であり、今の案では全体として10合同事務局に部局

事務を統合し、事務の合理化をはかるものだと回答した。

また、理学部規模では合理化になるのか疑間であり、現

場の声を聞いて欲しいと言っている、とも述べた。理職

は、重要な事項なので専攻長を通じて教室まで事務一元

化案の資料を回し、職員からも意見を聞くべきだと要請

した。 (後日、専攻長会議と事務連絡会議で案が配布さ

れた)

理学部教室事務の組織化との関連で理職は、流動的な

局面なので組織化案は自紙に戻して欲しいと要請したが、

科長は、本部案と理学部の組織化はぶつかるところはな

いので進める、と回答した。理職は教室事務の組織化に

当たっては専門職員を付けるよう要求し、京都大学の専

門職員の規定も資料として渡して訴えた。

今回の事務一元化案に図書が入っていないことについ

て、科長は、今回は事務中心であると答えた。また、理

学部の図書もある種の統合化を考えざるをえないが 5掛

編成が難しい状況であり、事務系とは切り離して独自に

編成するなど、図書委員会に検討をお願いしたい、と述

べた。理職は、図書の組織化についてはあくまで待遇改

善を主に考えて欲しいと要望した。図書の専門職につい

て事務長は、全体レベルとして要求していると述べた。

2 技術職員問題について
国大協総会が11/1213に 開かれ、技術職員への「職」

導入が了承され、文部省訓令33号 として各大学での具体

化が年明けから始まった。98年 4月 からの訓令実施に先

立ち、理職は12月 の交渉で選考基準の改善などを含む要

望書を手渡した。またこの問題に関し、技術委員会と技

術部からなる専門委員会の設置を要求した。

1月 の交渉では4月 1日 から実施、 1月 中に選考基準

を決め、 2月 6日 には文部省への締切というスケジュー

ルが報告された。選考基準について科長は、主文にウエ

イトがあり、 8項目に引きずられずに業績に応じて読み

替えをすべきである、と発言した。さらに、現在 6級の

人は全員技術専門官へ行 くが、今後については不明であ

る、と述べた。

また理職は技術部の運営について、現行のピラミッド

型と専門職の組織形態は合わないので、現在の体制を改

めるよう要求した。

3.昇級 。昇格問題について

事務職員

10月の交渉で科長が「教室事務に専門職はなじまない」

と発言したことに対し、11月 の交渉で理職は、東大から

文部省への給与改善要求でも大学事務職員もある意味で

は専門職であると言己述されていること等をあげ、専門職

適用に努力して欲しいと要望した。 (関係資料を手交)

理職が11月 の本部ヒアリングの中身について聞いたと

ころ、事務長は、勤務年数や異動希望を考慮して昇任要

求を出していると答えた。科長も専門職員は組織の合理

化を伴わないと難しいと発言をした。これに関し理職は、

局長交渉では上申に制限は付けておらず、むしろ知りた

い、と言われた件を伝え、理学部側の上申への姿勢を批

判し、もっと積極的な待遇改善の努力を強く訴えた。特

に 4級高位号俸者の不利益を例に引き、異動希望などの

条件を付けず、まず上申することを要求した。科長は個

別の待遇改善には努力すると答えた。

また理職は、11月 には行 (二)か ら行 (一)へ振替わっ

た掛員の掛主任昇任、 1月 には定年まで 2年 となった事

務主任の 6級を確実に実現するよう訴えた。   .
図書職員

1月 の交渉で理職は、来年度の部局推薦に向けて要望

書を提出し、特に、条件を満たしているにもかかわらず

今年度 5級昇格しなかった人の来年度の実現を強く訴え

た。この際事務長は、推薦は機械的にではなく、場合に

よっては勤務態度も勘案する可能性を示唆したため、理

職は50才で 5級は低い水準であり、該当者は全員昇格さ

せるべきと強く主張した。

技術職員

理職が11月 の交渉で 7級昇格について聞いたところ、

事務長は、各専攻長に推薦調書を依頼し、それを付けて
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人事異動報告
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編集 後 記

広報委員として、理学系研究科・理学部の広報に目を

通していると、われわれが席を置 くこの研究科・学部が

とても身近で親密なものに感じます。大学での生活は、

ともすると、諸々の忙しさのあまり、限られた自由な時

間を自分の部署での研究や教育に集中して、他が見えな

くなりがちですが、実際には、身の回りに実に多くの興

味深い研究や活動、人物がいることが分かります。この

ように感じるようになったのも、委員長として広報の 1

頁毎に目を通すようになってからで、当初はやっかいな

ことだと思っていました。しかし、新任の先生方のご挨

拶には、ご期待の通り将来進展・発展されることを祈る

気持ちとなり、個々の研究ニュースには、その研究が第

一級であるという意気込みが感じられ、また、理学の中

にこうも様々の面白い研究があるものだ感嘆しました。

留学生諸君の記事には、苦労話、お国自慢、日本人への

印象など、日本人自身には思いも寄らぬ事も多々あり興

味深く、また、それを表現する日本語のすばらしさに驚

きます。退官に際した先生方からの記事には、永年過ご

された理学系研究科・理学部への熱い想いと残る者への

期待が込められています。OBの方々、在職・在籍され
る方々もどうぞ広報委員になったつもりで、広報を見て

みて下さい。

本年度も無事編集を終え、来年度に向けて引き継ぐ事

が出来るもの、忙しい中に広報のために寄稿して下さつ

た多くの方々に依るものです。また、編集の実務のほと

んどは庶務の方々のご尽力に依り、特に原さんにはお世

話になりました。編集委員一同深く感謝します。

堀 内 弘 之 (鉱物学専攻)
horiuchi@rnin.s.u‐tokyo.acip
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